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受講者の声

・地域づくりについて、様々な角度から学ぶことができた。

・全ての講師がバイタリティに満ち溢れて楽しい研修だった。

・テーマに沿った素晴らしい講師陣で、どの講師の話にもワクワクさせていただいた。

実 施 場 所 大分県自治人材育成センター

研 修 講 師

《第13回》 経 費 内 訳 内訳表１

そ の 他
留 意 事 項

【メイン講師】

【特別講師】

日本文理大学　人間力育成センター長　髙見　大介（たかみ　だいすけ）氏

NPO法人 Teto Company　代表　奥　結香（おく　ゆいか）氏

・行政機能への理解について、日本の現状、また行政の求められる役割について確認できた。

【特別講師】 株式会社HAA　代表　池田　佳乃子（いけだ　かのこ）氏

学生が学ぶ理由を可視化し、学生が自ら考え動く拠点として、キャリア教育、ボランティア支援、地域貢献を包括
した「人間力育成センター」の創設に携わり、現在では同センター長（工学部　助教）を務める。学生の主体的な
社会参画をボランティア活動を通して実践している。

介護福祉士、特別支援学校の教諭、青年海外協力隊などの経験を経て、2018年に竹田市で「みんなのいえカラフ
ル」を開所し、2019年にNPO法人化。地域住民が安心して過ごせる交流拠点として、なじみの関係を形成し、助
け合い・支え合いができる地域、多様性を認め合う地域を目指している。
セクシュアリティに関することで悩む人に対して、「SOGIEサポートチームココカラ!」を立ち上げ、県内にて啓発
活動や交流会も実施している。

2010に新卒で映画会社に入社し、２０１６年には広告代理店へ転職。
2018年に、別府市と東京都との２拠点生活を始める。当初は、各種プランナーとして活動し、別府市産業連携・
協働プラットフォームB-biz LINKでは地域ビジネスプロデュースチームのマネージャを務めた。
現在は、（株）HAAを立ち上げ、別府市ならではのライフスタイル「湯治」を感じられる製品として、入浴剤の企
画・販売を行っている。

実施年月日 令和５年１１月２１日（火）～２２日（水） 定 員 ４２ 名（市町村職員１２名　県職員３０名）

対 象 者
（市町村）　採用２年目～係長等の職員

（県）　　　中堅職員キャリアアップ研修対象者で受講を希望する職員、係長級キャリアアップ研修対象者で受講を希望する職員

職務能力向上研修

地 域 づ く り 推 進 研 修 【合同研修】

目 的
これからの地域づくりにおいては、地域で活躍する人材と行政が連携を図り、ともに地域を活性化していく必要がある。そのため、
本研修では、県内の地域人材の取組事例等を通じて、自治体職員として地域づくりにどのように向き合い、進めていくべきかを学
び、地域課題解決の実践を図る。

内 容

(１) 行政をとりまく環境の変化や、地域が抱える課題等を具体的事例とともに考える。

(２) 県内各地域で活躍する人材の事例発表をもとに、行政職員としてそのような人材と地域の課題をどのように解決していく
　　べきかを実践的に学ぶ。


